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園長 寺島 幸 

１ 園の経営目標 
・子ども一人一人の個性を大切にし、自分に自信がもてる子どもに育てていきます。 

・保護者の思いに耳を傾け、子育てが楽しいと感じられるよう、共に歩んでいきます。 

・地域との関わりを大切にして、近隣施設との連携や家庭支援をしていきます。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちは、広い園庭で異年齢児の関わりをもちながら遊ぶ姿が多く見られ、憧れや思いやりの気

持ちが育っている。 

・豊かな園庭環境のもと、季節の草花を使って遊んだり、身近な生き物に興味をもち飼育や観察を行っ

たり、心揺さぶられる経験をしている。また、野菜の栽培を行い、収穫の喜びを感じている。 

・感染症対策を行いながら、保育参加を年２回設けるなど、保護者が園の行事に積極的に参加している。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 心動く魅力的な環境を整え、主体的に遊ぶ子どもを育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・各クラス、発達や年齢にあった教
材、遊具を準備する。 

・保育反省やクラス打ち合わせの中で、子どもの姿を基に、
保育環境について見直しを行い、環境を再構成していく。 

・教材棚を用意し、取り出しやすいように準備する。 
・年齢や発達にあった教材や遊具の研究をする。 

・自然物を取り入れた遊びが展開で
きる園庭環境を整える。 

・身近な植物を使って遊べるように用具や遊具を揃える。 
・虫探しを楽しみ、飼育や観察する環境を整える。 

・運動遊びを楽しみ、様々な動きを
経験できる環境を整える。 

・毎月、年齢に応じた静と動を意識した遊びを取り入れる。 
・幼児期に身につけたい３６の動きを視点に置き、環境設定

を行う。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 食べ物の循環を知り、食べる意欲を育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・野菜の栽培や収穫を体験する。 

・栽培や収穫を通して野菜に興味をもち、食べ物を大切にし
ようとする気持ちを育てる。 

・栽培物を見たり、触れたりする中で食べ物に興味をもつ。 
・植物の生長を通して、命を身近に感じる。 

・身近な食材を使って調理体験を
し、食への興味を深める。 

・食材の色、形、香りなどに興味がもてる環境を整える。 
・食事を作る人を身近に感じ、感謝の気持ちを育む。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

子ども一人一人の個性を活かし、人権を大切にした保育を行う 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・全職員が一人一人の子どもの育ち 
の共有をし、理解する。 

・個々にあった子どもたちへの支援方法を学び、支援による
育ちを記録していく。 

・適切な関わりや言葉がけについて、会計年度職員の参加で
きる時間帯に支援会議を行い、支援の方法を共有する。 

・子どもたちにプライベートゾーン
を伝える中で、自分を大切にする
気持ちを育てる。 

・オムツ替えや着替えなど日々、丁寧な関わりを行う。 
・絵本を活用し、プライベートゾーンの大切さを知らせる。 
・職員研修を行い、命の始まりや奇跡について学ぶ。 


